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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
丸
２

年
が
た
ち
ま
す
が
、
世
界
が
翻ほ

ん
ろ
う弄
さ
れ
た
２
年
で
あ
り
ま
し

た
。
日
本
で
は
、
か
な
り
感
染
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
状
況
で

あ
り
ま
す
が
、
感
染
力
の
強
い
新
た
な
変
異
株
の
感
染
が
確

認
さ
れ
、
日
本
に
と
っ
て
も
大
き
な
脅
威
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
対

策
と
し
て
、
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ
の
助
成
を
始
め
、
水
道
料

金
の
補
助
、
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
対
応
器
具
へ
の
補

助
、
公
共
施
設
で
の
自
動
水
栓
、
検
温
器
、
消
毒
液
な
ど
の

設
置
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
き
ま
し

て
は
、
医
療
関
係
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ト
ラ
ブ
ル
な

く
、
２
回
の
ス
ム
ー
ズ
な
接
種
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
も
大
変
喜
ば
れ
、
感
謝
の
言
葉

を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
改
め
て
関
係
者
の
皆

さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
む
に
つ

れ
て
、
急
速
に
感
染
状
況
が
減
少
し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
が
、
第
６
波
の
予
測
も
あ
り
、
し
ば
ら
く
は
、
感
染
防

止
対
策
を
取
っ
た
生
活
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
３
回

目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
２
月
ご
ろ
か
ら
実
施
で
き
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
町
で
は
財
政
状
況
の
悪
化
が
表
面
化
し
、
行
財
政

改
革
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
改
善
に
向
け
て
の
検
討
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
状
況
の
改
善
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
財
政
は
黒
字
運
営

で
、
財
政
調
整
基
金
も
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す

が
、
経
常
的
な
経
費
の
さ
ら
な
る
削
減
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
、
積
極
的
な
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
は
あ
り
ま
す
が
「
第
20
回
ａ
ｂ
ｎ
・
八
十
二

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
で
、
当
町
に
と
っ
て

初
め
て
と
な
る
最
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
、
町
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
「
長
野
県

地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
」
事
業
で
は
、
一
昨
年
末
で
は

あ
り
ま
す
が
「
桑
ひ
ろ
つ
」
の
桑
の
栽
培
の
取
り
組
み
が
、

大
賞
受
賞
と
共
に
知
事
表
彰
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
、
交
流

セ
ン
タ
ー
が
（
一
社
）
長
野
県
建
築
士
事
務
所
協
会
か
ら

「
建
築
作
品
最
優
秀
賞
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
を
皆
さ
ま
と
共
に
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
世
界
的
な
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
「
持
続
可
能
な

社
会
」
を
目
指
し
て
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
」
の
実
現
に
向

け
、
町
で
は
可
燃
ご
み
の
削
減
、
太
陽
光
発
電
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
「
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
」
で

は
、
食
育
条
例
が
制
定
さ
れ
、
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
減

塩
運
動
を
さ
ら
に
進
め
、
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
当
町
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
「
少
子
化
対

策
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
の
子
育
て
支
援
策
を
継
続

し
、
子
育
て
環
境
を
整
え
る
な
ど
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
こ
そ
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
、
災
害
の
無
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
そ
し
て
、
皆
さ
ま
方
に
と
り
ま
し
て

希
望
あ
ふ
れ
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

池田町長　甕　聖章
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まちづくり懇談会を開催しましたまちづくり懇談会を開催しました
　

町
で
は
11
月
に
３
回
に
わ
た
り
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
開
催

し
、
延
べ
66
人
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
令
和
４
年
度
予
算
編
成
方
針
や
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
会
染
西
部
地
区
ほ
場
整
備
創
設
非
農
用
地
の
活
用
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
後
参
加
者
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
い
た
だ
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
や
ご
提
案
の
中

か
ら
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い

け
る
も
の
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

懇
談
会
の
記
録
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

（
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

【
問
い
合
せ
先
】企
画
政
策
課  

町
づ
く
り
推
進
係  　

℡（
６
２
）３
１
２
９

　

か
え
で
広
場
の
遊
具
設
置
に
あ
た
り
、
ニ
ー
ズ

や
今
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
な
ど
の
調
査
は
し

て
い
る
の
か
。

参
加
者
の
意
見
・
提
案（
一
部
抜
粋
）

参
加
者
の
意
見
・
提
案（
一
部
抜
粋
）

町
の
回
答

町
の
回
答

　

現
在
下
準
備
と
し
て
、小
中
学
生
か
ら
ど
ん
な
広
場
が

良
い
か
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
で
す
。ア
イ
デ
ア

を
活
か
し
、最
終
的
な
複
合
遊
具
を
決
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ニ
ー
ズ
な
ど
の
調
査
は
今
後
必
要
に
応
じ
て
行
い
ま
す
。

　

２
月
の
財
政
状
況
説
明
会
の
際
、
職
員
の
給
与

等
の
減
額
は
行
わ
な
い
、
と
明
言
さ
れ
て
い
た
と

思
う
。
今
回
の
答
申
を
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
給
与
等
の
減
額
を
行
う
よ
う
に
聞
こ
え
る

が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

今
回
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
職
員
は
責
任
を
負
う
立

場
で
は
な
い
た
め
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
的
な
給
与
減
額
を
行
う

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

人
件
費
の
削
減
は
、
早
期
退
職
制
度
の
充
実
、
課
・
係

の
統
合
、
新
規
採
用
の
抑
制
な
ど
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　

財
政
が
厳
し
い
現
状
で
、
非
農
用
地
に
何
か
を

作
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
。

　

非
農
用
地
整
備
は
、
会
染
西
部
ほ
場
整
備
事
業
と
合
わ

せ
て
考
え
て
い
る
計
画
で
、
農
地
を
農
地
以
外
に
利
用
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
整
備
せ
ず
に
放
置
し
て
お
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

整
備
内
容
は
、
今
回
示
し
た
も
の
を
た
た
き
台
に
、
皆

さ
ま
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

非
農
用
地
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
現
在
の
計
画

の
場
合
の
工
事
開
始
は
い
つ
で
、
維
持
管
理
費
に

い
く
ら
か
か
る
予
定
な
の
か
。

　

工
事
は
ほ
場
整
備
が
終
わ
っ
た
後
速
や
か
に
開
始
し
、

令
和
９
年
以
降
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

維
持
管
理
費
は
施
設
の
内
容
が
決
定
し
て
い
な
い
た
め

未
定
で
す
が
、
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
管
理
費
を
参
考
と
す
れ

ば
、
年
間
約
５
０
０
万
円
ほ
ど
か
か
る
想
定
で
す
。
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12
月
５
日
、
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル
で
「
第

21
回
ａ
ｂ
ｎ
・
八
十
二
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
最
終
審
査
会
が
行
わ
れ
、

池
田
町
の
作
品
が
優
秀
賞
「
長
野
県
知
事

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

作
品
は
「
新
し
い
日
常
」
と
題
し
、
池
田

町
に
移
住
し
て
き
た
家
族
の
日
常
風
景
を
描

い
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
池
田
町
に
移

住
し
た
ら
ど
ん
な
暮
ら
し
が
待
っ
て
い
る
の

か
、
移
住
を
考
え
て
い
る
方
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
、
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
制
作
し
ま

し
た
。

　

撮
影
場
所
に
は
坂
井
直
之
さ
ん
・
絵
美
さ

ん
（
滝
沢
）
に
ご
協
力
い
た
だ
き
「
民
宿　

山さ
ん
そ
う想

」
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
北

ア
ル
プ
ス
の
眺
め
と
木
造
の
暖
か
い
雰
囲
気

の
建
物
が
合
わ
さ
り
、
素
晴
ら
し
い
作
品
を

撮
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
終
審
査
会
の
様
子
は
、
１
月
３
日

（
月
）
午
後
４
時
30
分
か
ら
、
ａ
ｂ
ｎ
長
野

朝
日
放
送
で
放
映
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
Ｃ
Ｍ
は
、
ａ
ｂ
ｎ
長
野
朝
日
放
送
に

て
年
間
50
回
放
映
さ
れ
る
予
定
で
す
。
作
品

は
町
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
も
公
開
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
せ
先
】

企
画
政
策
課  

町
づ
く
り
推
進
係

℡（
６
２
）３
１
２
９

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

Ｃ
Ｍ
制
作
中
の
様
子

Ｃ
Ｍ
制
作
中
の
様
子

　

昨
年
同
様
、
町
職
員
有
志
が
集
ま
っ
て

制
作
し
ま
し
た
。
屋
外
で
の
撮
影
だ
っ
た

た
め
、
天
候
な
ど
の
条
件
を
整
え
る
こ
と

に
苦
労
し
ま
し
た
。

第 21 回 abn・八十二第 21 回 abn・八十二
ふるさと CM 大賞 NAGANOふるさと CM 大賞 NAGANO 長野県知事賞を受賞しました！長野県知事賞を受賞しました！

https://w
w

w
.

ikedam
achi.net/

0000002545.htm
l

▲細かな動きまでこだわって
制作しました。
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【表１】扶助費の主なもの（令和 2 年度）
項　　　目 支出金額

補 介護給付訓練等給付費 2 億 3,816 万円
補 児童手当 1 億 1,852 万円
単 福祉医療給付費 5,176 万円
単 養護老人ホーム等入所措置費 1,894 万円
補 子育て世帯への臨時特別給付金 997 万円
補 地域活動支援センター扶助費 625 万円
単 就学援助費 519 万円
補 補装具給付費（国庫） 329 万円
補 療養介護医療費 328 万円
補 日常生活用具給付 240 万円
単 在宅介護者給付金 159 万円

補 …直接または間接に国庫からの補助を受けて実施した事業
単 …町が単独で行うものおよび県の単独の補助を受けて実施した事業

　

扶
助
費
は
、
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と

し
て
、
各
種
法
令
（
生
活
保
護
法
、
児
童

福
祉
法
、
老
人
福
祉
法
な
ど
）
や
町
独
自

の
制
度
に
基
づ
き
、
障
が
い
者
・
高
齢
者
・

児
童
な
ど
に
対
し
て
そ
の
生
活
を
維
持
す

る
た
め
に
支
出
す
る
経
費
で
す
。

　

扶
助
費
は
人
件
費
、
公
債
費
と
並
び
義

務
的
経
費
（
任
意
に
削
減
で
き
な
い
極
め

て
硬
直
性
が
強
い
経
費
）
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
に
扶
助
費
と
し
て
支
出
さ

れ
た
主
な
も
の
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

　

介
護
給
付
訓
練
等
給
付
費
は
、
障
が
い

者
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
給
付
で
、
具
体
的

に
は
居
宅
介
護
、
生
活
介
護
、
就
労
継
続

支
援
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
財
源
は
約
４
分

の
３
が
国
県
支
出
金
で
、
残
り
が
町
負
担

と
な
り
ま
す
。

　

児
童
手
当
は
０
歳
か
ら
中
学
３
年
生
ま

で
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
町
の
負
担
割
合
は
３
歳
未
満
が
45
分

の
４
、
そ
れ
以
外
は
６
分
の
１
で
す
。

　

福
祉
医
療
給
付
費
は
、
高
校
生
以
下
の

子
ど
も
を
は
じ
め
、
障
が
い
者
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
医
療
費
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
入
所
措
置
費
は
、

大
町
市
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鹿
島
荘
に
入

所
さ
れ
て
い
る
方
の
費
用
と
な
り
ま
す
。

　

扶
助
費
は
年
々
伸
び
て
お
り
、
令
和
２

年
度
は
10
年
前
と
比
べ
て
約
１
・
37
倍
に

増
加
し
、
４
億
６
６
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
（
図
１
の
折
れ
線
グ
ラ
フ
参

照
）

　

決
算
額
か
ら
国
県
支
出
金
な
ど
を
除
い

た
一
般
財
源
の
推
移
は
、
図
１
の
棒
グ
ラ

フ
の
と
お
り
で
す
。

扶
助
費
と
は

扶
助
費
と
は

支
出
の
主
な
内
容

支
出
の
主
な
内
容

　

令
和
２
年
度
は
１
億
４
８
０
０
万
円
で
、
10

年
前
よ
り
約
１
・
４
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

近
年
の
ピ
ー
ク
は
平
成
29
年
度
で
、
要
因
と
し

て
は
福
祉
医
療
給
付
費
や
就
学
援
助
費
、
在
宅

介
護
給
付
金
が
他
の
年
度
に
比
べ
て
多
か
っ
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

扶
助
費
の
一
般
財
源
の
う
ち
、
一
番
多
い
の

は
社
会
福
祉
費
で
、
以
下
、
児
童
福
祉
費
、
老

人
福
祉
費
、
教
育
費
と
続
き
ま
す
。

　

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
扶
助
費
自
体
は
今

後
も
伸
び
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

扶
助
費
の
推
移
と
内
訳

扶
助
費
の
推
移
と
内
訳

【
問
い
合
せ
先
】企
画
政
策
課  

財
政
係

℡（
６
２
）３
１
２
９

【図１】扶助費の推移

シリーズ
用
語
か
ら
読
み
解
く
町
の
財
政
状
況

『『
扶
助
費
』

扶
助
費
』

　

扶ふ
じ
ょ
ひ

助
費
は
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
令
和
２
年
度
の
決
算
額
は

約
４
・
７
億
円
、
歳
出
総
額
に
占
め
る
割
合
は
７
・
２
％
と
決
し
て
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
今
回
は
当
町
に
お
け
る
扶
助
費
の
内
容
や
推
移
な
ど
に
つ
い
て
お
伝
え

し
ま
す
。
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池
田
町
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
の
状
況
か
ら
池
田

町
の
健
康
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
療
養
費
な
ど
を
除
く
医
療
費
総
額
を
見
て
み

る
と
（
表
１
）
、
令
和
２
年
度
は
平
成
30
年
度
と
比
べ
、

約
５
７
０
０
万
円
増
え
て
い
ま
し
た
。

　

医
療
費
が
増
え
て
い
る
原
因
と
し
て
、
が
ん
に
よ
る

入
院
、
外
来
の
医
療
費
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
（
表
２
・
３
）
。

　

今
後
、
発
症
予
防
対
策
を
行
う
と
と
も
に
、
早
期
発

見
の
啓
発
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

が
ん
は
早
期
発
見
が
重
要
で
す
。
早
期
発
見
で
身
体

や
生
活
へ
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
町
で
は
胃
、
大

腸
、
肺
、
子
宮
、
乳
房
、
前
立
腺
の
が
ん
検
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
来
年
度
の
検
診
申
込
書
を
ま
だ
提
出
し

て
い
な
い
方
で
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

池
田
町
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
の
状
況

池
田
町
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
の
状
況

　

が
ん
に
よ
る
医
療
費
が
増
加
し
て
い
る
一
方
、
脳
卒

中
、
心
臓
病
な
ど
で
の
入
院
費
は
減
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
背
景
に
は
、
国
保
特
定
健
診
受
診
率
が
平
成

30
年
度
の
65
・
２
％
か
ら
、
令
和
２
年
度
に
は
69
・
０
％

と
増
え
た
こ
と
に
よ
る
、
生
活
習
慣
病
の
早
期
治
療
、

改
善
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

が
ん
と
同
じ
く
、
生
活
習
慣
病
も
早
期
発
見
、
治
療

が
重
要
で
す
。
自
分
の
体
の
状
況
を
確
か
め
る
た
め
に

も
、
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
せ
先
】健
康
福
祉
課  

健
康
増
進
係℡（

６
１
）５
０
０
０

特
定
健
診
で
生
活
習
慣
病
を
早
期
発
見

特
定
健
診
で
生
活
習
慣
病
を
早
期
発
見

池田町国民健康保険　医療費の状況 （表 1）

被保険者数 医療費総額 増
入院 増 外来 増

平成
30年度 2,525人 7億7,094万円

5,707万円
2億7,848万円

4,603万円
4億9,247万円

1,102万円
令和

2年度 2,329人 8億2,801万円 3億2,451万円 5億350万円

〈入院〉 （表2）

順位 平成30年度
2億7,848万円

令和元年度
3億3,702万円

令和2年度
3億2,451万円

1
脳卒中
心臓病
21.5%

5,987万円 がん
20.6% 6,943万円 がん

20.5% 6,653万円

2 がん
19.1% 5,319万円

脳卒中
心臓病
20.2%

6,808万円 精神
17.6% 5,711万円

3 筋・骨格
14.6% 4,066万円 精神

12.7% 4,280万円
脳卒中
心臓病
12.1%

3,927万円

〈外来〉 （表3）

順位 平成30年度
4億9,247万円

令和元年度
4億7,435万円

令和2年度
5億350万円

1 がん
16.2% 7,978万円 がん

17.2% 8,159万円 がん
21.1% 1億624万円

2
糖尿病

脂質異常症
15.8%

7,781万円
糖尿病

脂質異常症
16.5%

7,827万円
糖尿病

脂質異常症
16.1%

8,106万円

3 高血圧等
15.3% 7,535万円 高血圧等

14.7% 6,973万円 高血圧等
12.7% 6,394万円

令和2年度池田町国保がん医療費順位
（参考）

〈入院〉

1位 肺がん 1,266万円

2位 大腸がん 1,038万円

3位 膵臓がん 681万円

〈外来〉

1位 肺がん 2,165万円

2位 大腸がん 1,762万円

3位 食道がん 201万円
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令和４年度個人住民税に関するお知らせ令和４年度個人住民税に関するお知らせ
◆
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
延
長

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
控
除
期
間
13
年
の
特
例
に
つ
い
て

延
長
し
、
一
定
の
期
間
に
契
約
し
た
場
合
、
令
和
４
年
末

ま
で
の
入
居
者
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
延
長
し
た
部
分
に
限
り
、
合
計
所
得
金
額

が
１
０
０
０
万
円
以
下
の
方
に
つ
い
て
、
床
面
積
が
40
平

方
㍍
以
上
50
平
方
㍍
未
満
で
あ
る
住
宅
も
対
象
と
な
り
ま

し
た
。

※
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
い

額
を
控
除
限
度
額
の
範
囲
内
で

住
民
税
か
ら
控
除
し
ま
す
。

（
控
除
限
度
額
は
、
所
得
税
の

課
税
総
所
得
金
額
等
の
７
％
）

※
消
費
税
率
10
％
が
適
用
と
な
る

住
宅
を
取
得
し
た
場
合
に
限
り

ま
す
。

※
特
例
が
適
用
さ
れ
る
に
は
、
注

文
住
宅
は
、
令
和
２
年
10
月
～

令
和
３
年
９
月
ま
で
の
間
に
、

分
譲
住
宅
は
令
和
２
年
12
月
～

令
和
３
年
11
月
ま
で
の
間
に
契

約
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
退
職
所
得
の
見
直
し

　

法
人
役
員
等
以
外
で
、
勤
続
年
数
５
年
以
下
の
方
に
つ

い
て
、
令
和
４
年
１
月
１
日
以
降
に
支
払
い
を
受
け
る
退

職
手
当
な
ど
は
、
退
職
所
得
控
除
を
控
除
し
た
後
の
金
額

の
う
ち
３
０
０
万
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
２
分
の

１
の
額
で
は
な
く
全
額
を
課
税
の
対
象
と
す
る
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
町
民
税
・
県
民
税
申
告
書
を

作
成
で
き
る
方
は
、郵
送
で
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

《
申
告
方
法
》

①
申
告
書
な
ど
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る

※
町
民
税
・
県
民
税
申
告
書
は
役
場
窓
口
に
も
設
置
し
て

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
希
望
者
に
は
申
告
書
な
ど
を
ご

自
宅
へ
郵
送
し
ま
す

②
必
要
事
項
を
記
入
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
本

人
確
認
書
類
お
よ
び
所
得
・
控
除
に
係
る
資
料
の
写

し
を
添
付
す
る

③
封
筒
に
入
れ
て
、
切
手
を
貼
り
ポ
ス
ト
へ
投
函
す
る

《
提
出
書
類
》

・
町
民
税
・
県
民
税
申
告
書

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る
書
類
な
ど
の
写
し

・
給
与
・
年
金
収
入
の
あ
る
方
は
源
泉
徴
収
票
の
写
し
、

そ
の
他
収
入
の
わ
か
る
も
の
の
写
し

・
各
種
控
除
の
証
明
書
の
写
し
な
ど

《
提
出
先
》
総
務
課  

課
税
係

《
提
出
期
限
》
令
和
４
年
３
月
15
日
（
火
）

《
注
意
事
項
》

・
提
出
い
た
だ
い
た
申
告
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

・
医
療
費
控
除
や
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を

受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
必
ず
医
療
費
控
除
の
明

細
書
や
各
種
控
除
の
証
明
書
な
ど
を
同
封
し
て
く
だ

さ
い

・
申
告
書
の
写
し
の
返
送
を
希
望
す
る
方
は
、
返
信
用
封

筒
（
宛
名
を
記
入
し
、
料
金
分
の
切
手
を
貼
っ
た
も

の
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い

・
町
民
税
・
県
民
税
の
申
告
書
を
提
出
し
て
も
、
所
得
税

の
確
定
申
告
に
は
な
り
ま
せ
ん

・
記
入
内
容
等
に
不
足
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
添
付
し
て

い
た
だ
い
た
資
料
に
基
づ
い
て
職
員
が
補
完
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

・
令
和
４
年
度
申
告
相
談
に
つ
い
て
は
、
広
報
い
け
だ
２

月
号
に
掲
載
し
ま
す

令
和
４
年
度
個
人
住
民
税
制
の
主
な
改
正
点

令
和
４
年
度
個
人
住
民
税
制
の
主
な
改
正
点

　

令
和
４
年
度
町
民
税
・
県
民
税
申
告
書
の

　

令
和
４
年
度
町
民
税
・
県
民
税
申
告
書
の

郵
送
提
出
に
つ
い
て　

郵
送
提
出
に
つ
い
て　

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

課
税
係　
　

℡（
６
２
）３
１
３
１

居住開始年月日 控除期間

平成 26 年４月 ～ 令和元年９月 10 年間

令和元年 10 月 ～ 令和２年 12 月 13 年間

令和３年１月 ～ 令和４年 12 月 13 年間
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令和３年分障害者控除対象者認定書の交付について令和３年分障害者控除対象者認定書の交付について
　

所
得
税
・
住
民
税
の
障
害
者
控
除
の
対
象
者

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
お
よ
び
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
交
付
さ
れ
た
方
の

ほ
か
、
65
歳
以
上
で
こ
れ
ら
の
方
に
準
じ
た
障

が
い
が
あ
る
と
市
町
村
長
な
ど
が
認
定
し
た
方

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
「
池
田
町
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

に
関
す
る
要
綱
」
の
認
定
基
準
に
よ
っ
て
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
認
定
書
発
行
の
申

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

《
対
象
者
》

　

町
に
住
民
票
が
あ
り
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連

合
（
大
北
５
市
町
村
）
の
介
護
保
険
被
保
険
者

証
を
お
持
ち
の
方
で
下
記
基
準
表
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
。

※
池
田
町
か
ら
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
へ
入

所
さ
れ
た
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
申
請
方
法
》

　

認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
対
象
者
ま
た
は
そ

の
家
族
な
ど
は
「
池
田
町
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
申
請

者
お
よ
び
対
象
者
の
押
印
の
上
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー(

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

の
郷
内)

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
や
す

ら
ぎ
の
郷
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

認
定
書
を
郵
送
希
望
の
場
合
に
は
、
返
信
封
筒

を
添
え
て
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
認
定
書
は
単
年
の
み
有
効
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
認
定
書
の

交
付
を
受
け
た
方
も
再
度
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
個
別
通
知
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
必
要
な
方

は
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
せ
先
】健
康
福
祉
課  

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

℡（
６
１
）５
０
０
０

多世代相談センターだより多世代相談センターだより　　あなたに知ってほしい　子ども虐待のことあなたに知ってほしい　子ども虐待のこと
　

子
育
て
の
ス
ト
レ
ス
が
、
子
ど
も
へ
の
虐
待
の
引
き
金

と
な
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
に
と
っ
て
は
し
つ
け
で
も
子

ど
も
に
と
っ
て
有
害
な
ら
ば
虐
待
で
す
。

◆
虐
待
が
起
こ
る
背
景

　

核
家
族
や
地
域
の
繋
が
り
が
薄
い
こ
と
で
、
子
育
て
が

孤
立
化
し
て
い
ま
す
。
育
児
へ
の
不
安
感
や
負
担
感
が
大

き
く
な
り
、
虐
待
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
虐
待
を
し
て
い
る
親
自
身
も
悩
ん
で
い
ま
す

（
あ
る
親
の
声
）

　

子
ど
も
が
何
度
言
っ
て
も
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ

ず
、
思
わ
ず
引
っ
ぱ
た
い
て
し
ま
い
ま
す
。
子
ど
も
を
叩

い
て
し
ま
っ
た
後
は
我
に
返
り
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
…
。
そ
れ
な
の
に
、
翌
日
に
は
同
じ
こ
と
を

繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

◆
親
が
で
き
る
こ
と

・
周
り
の
人
を
上
手
に
頼
ろ
う

　

祖
父
母
、
地
域
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
一
時

保
育
な
ど
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
周
囲
へ
相
談

　

子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
は
１
人
で
抱
え
ず
保
健
師
や

助
産
師
、
多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
相
談
し
や
す
い
機

関
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
の
子
育
て
を
応
援
し
た
い
と
い
う
方
々
が
地
域

に
は
大
勢
い
ま
す
。
「
甘
え
上
手
」
に
な
っ
て
、
周
り
の

人
に
協
力
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

【
参
考
文
献
】

『
あ
な
た
に
知
っ
て
ほ
し
い
子
ど
も
虐
待
の
こ
と
』

監
修　

大
日
向
雅
美
（
恵
泉
女
学
園
大
学
大
学
院
教
授
）

【
問
い
合
せ
先
】健
康
福
祉
課  

多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー

℡（
６
１
）５
０
０
０

認定
区分

認定基準 所得控除額

障害者等の区分 要介護状態区分等 所得税 住民税

障　

害　

者

要介護認定者 要介護度1、2の方

27万円 26万円認知症高齢者
日常生活自立度が「Ⅱ」の方

（たびたび道に迷う、買い物等にミスが目立つ、服薬管理ができないなどの
日常生活に支障をきたすような症状等が多少みられても誰かが注意してい
れば自立できる）

障害高齢者 日常生活自立度がランク「A」の方（介助なしには外出しない）

特 
別 
障 

害 

者

要介護認定者 要介護度3、4、5の方

40万円

※同居は
75万円

30万円

※同居は
53万円

認知症高齢者
日常生活自立度が「Ⅲ」、「Ⅳ」、「M」の方

（着替え、食事、排泄が上手にできないなど日常生活に支障を来すような症
状等が見られ、介護を必要とする）

障害高齢者 日常生活自立度がランク「B」「C」の方
（屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッドでの生活が主体である）

寝たきり高齢者
常に就床を要し、複雑な介護を要する者において、
障害高齢者の日常生活自立度がランク「C」の方

（一日中、ベッド上で過ごし、排泄、食事、着替えにおいて介助を要する）

広報いけだ 8

◇障害者控除対象者認定基準表（基準日：令和３年 12 月 31 日現在）



　 エ シ カ ル 消 費 と
は、地域の活性化や
雇 用 な ど を 含 む、
人・社会・地域・環
境に配慮した消費行
動のことです。エコ
商品・リサイクル商
品を選ぶ、賞味期限
が近くなった手前の
商品から取るなど、
できることから始め
てみましょう。

ポ
イ
ン
ト

捨
て
ず
に
再
利
用
す
る

【
問
い
合
せ
先
】住
民
課  

環
境
整
美
係　

℡（
６
２
）２
２
０
３

　

使
用
済
み
の
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
処
分
に
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
国
内
で
使
用
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
半
数
以
上

は
使
用
後
に
可
燃
ご
み
と
し
て
処
理
さ
れ
て
お
り
、
１
個
あ
た
り
58
㌘
か

ら
１
１
０
㌘
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
排
出
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
回
収
し
て
再
利
用
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
と
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ご
家
庭
で
使
用
済
み
と

な
っ
た
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
捨
て
ず
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

使
用
済
み
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
、
各
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
回
収
ボ
ッ

ク
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
全
て
の
メ
ー
カ
ー
の
製
品
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

《
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所
》

・
役
場
庁
舎

・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
郷

・
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

　

高
瀬
中
学
校
で
英
語
教
師
を
務
め
る
ラ
ン
ド
ル
さ
ん
は
、
平
成
16
年
に
カ

ナ
ダ
か
ら
池
田
町
に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
も
と
も
と
カ
ナ
ダ
に
帰
る
つ
も

り
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
と
１
年
、
あ
と
１
年
と
延
ば
し
て
い
る
う

ち
に
、
い
つ
の
間
に
か
池
田
町
が
ホ
ー
ム
に
な
っ
て
い
た
、
と
は
に
か
み
ま

し
た
。

　

ラ
ン
ド
ル
さ
ん
は
趣
味
で
多
く
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
お

り
、
中
で
も
Ｍ
Ｔ
Ｂ
（
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
）
に
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｍ
Ｔ
Ｂ
好
き
の
仲
間
と
池
田

町
の
山
道
を
整
備
し
て
、
総
延
長
30
㌔
㍍
以
上
に
も
な

る
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
を
作
り
、
コ
ー
ス
に
は
国
内
外
の
プ

ロ
選
手
も
訪
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
高
瀬
川
河
川

敷
に
は
初
心
者
用
の
練
習
コ
ー
ス
も
整
備
し
、
自
ら
指

導
も
し
て
い
ま
す
。

　

「
Ｍ
Ｔ
Ｂ
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
誰
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
１
人
で
も
気
軽

に
始
め
ら
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
身
の
目

標
に
つ
い
て
「
昨
年
ま
で
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
出
れ
な
か
っ

た
レ
ー
ス
な
ど
に
参
加
し
て
い
き
た
い
。
現
在
、
そ
う
し

た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
多

く
の
人
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
自
分
た
ち
で
開
催
し

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ラ
ン
ド
ル
・
ミ
ド
ル
ブ
ル
ッ
ク　

さ
ん

ラ
ン
ド
ル
・
ミ
ド
ル
ブ
ル
ッ
ク　

さ
ん

池田町の話題人をご紹介！池田町の話題人をご紹介！

【
問
い
合
せ
先
】企
画
政
策
課  

町
づ
く
り
推
進
係 

℡（
６
２
）３
１
２
９

▶
Ｄ
Ｉ
Ｙ
し
た
自
宅
前
に
て

（（
4848
））
滝
沢
滝
沢

プ
リ
ン
タ
ー
の
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
回
収
に
つ
い
て

プ
リ
ン
タ
ー
の
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
回
収
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
民
間
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
と
提
携
し
て
、
使
用
済
み
イ
ン

ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

エシカル消費

ゼロカーボンの知識
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みんなで実践　ごみ削減！みんなで実践　ごみ削減！ 今からできる今からできる
ゼロカーボンゼロカーボン



　

◆
活
動
の
窓
◆

い
き
い
き
元
気
！
み
の
り
塾

「
手
相
と
認
知
症
予
防
」

　

11
月
11
日
、
第
10
回
講
座
「
手
相
と
認
知

症
予
防
」
を
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を
持
つ
手
相
鑑

定
士
、
ｔ
ｅ
ｓ
ｏ
ｔ
ｅ
ｓ
ｏ
（
て
そ
て
そ
）

え
み
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
ご
自
身
が

以
前
勤
め
て
い
た
福
祉
施
設
で
の
体
験
談

や
、
手
相
の
基
本
的
な
見
方
、
手
相
を
通
じ

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
、
自
分
の
手

の
ひ
ら
を
真
剣
に
眺
め
な
が
ら
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

「
ゼ
ロ
か
ら
わ
か
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

　

11
月
25
日
、
第
11
回
講
座
「
地
域
や
家
族

の
未
来
に
直
結
！
ゼ
ロ
か
ら
わ
か
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
」
を
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
ホ
ー
ル
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

メ
イ
プ
ル
ツ
リ
ー
代
表
で
一
橋
大
学
社
会

学
研
究
科
所
属
の
伊
藤
将
人
さ
ん
を
講
師
に

お
招
き
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
本
的
な
考
え
方

を
は
じ
め
、
世
界
規
模
の
取
り
組
み
の
中

で
、
自
分
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
は
何
が
で
き

る
の
か
と
い
う
こ
と
な
ど
を
、
分
か
り
や
す

く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

北
信
越
大
会
・
全
国
大
会

出
場
選
手
の
声　

　

今
月
か
ら
出
場
選
手
の
感
想
を
紹
介
し
ま

す
。

〇
矢
口　

旭
さ
ん
（
高
瀬
中
１
年
・
滝
沢
）

【
参
加
大
会
】

　

全
日
本
リ
ト
ル
リ
ー
グ
野
球
選
手
権
大
会

【
感
想
】

　

初
め
て
こ
の
全
国
と
い
う
大
き
な
舞
台
に

立
た
せ
て
も
ら
い
、
全
国
の
ラ
イ
バ
ル
と
思

い
っ
き
り
ぶ
つ
か
り
戦
え
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
と
た
く
さ
ん
の

応
援
と
と
も
に
ベ
ス
ト
８
と
い
う
結
果
を
残

せ
た
こ
と
は
、
僕
の
こ
れ
か
ら
の
野
球
人
生

に
と
っ
て
大
き
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〇
矢
口　

太
一
さ
ん
（
会
染
小
４
年
・
滝
沢
）

【
参
加
大
会
】

　

Ｍ
Ｌ
Ｂ  

Ｃ
Ｕ
Ｐ　

信
越
連
盟
大
会

（
硬
式
野
球
）

【
感
想
】

　

６
月
12
日
に
上
田
で
Ｍ
Ｌ
Ｂ  

Ｃ
Ｕ
Ｐ
の

信
越
大
会
に
出
ま
し
た
。
１
回
戦
目
、
上
田

南
と
対
戦
し
、
相
手
の
打
線
に
押
さ
れ
負
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
練
習
を
重

ね
て
来
年
の
Ｍ
Ｌ
Ｂ  
Ｃ
Ｕ
ｐ
の
試
合
に
備

え
て
い
き
た
い
で
す
。

〇
米
持　

俊
亮
さ
ん
（
高
瀬
中
３
年
・
一
丁
目
）

【
参
加
大
会
】

　

北
信
越
中
学
校
総
合
体
育
大
会

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

【
感
想
】

　

「
北
信
越
で
３
位
以
上
に
な
り
全
中
に
出

る
」
と
い
う
目
標
で
こ
の
中
学
３
年
間
や
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
あ
と
一
歩
届
か
ず
と

い
う
よ
う
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
大

会
で
出
た
反
省
を
活
か
し
て
高
校
で
は
必
ず

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
ま
す
。

〇
榎
本　

拓
さ
ん
（
49
・
坂
下
）

【
参
加
大
会
】

　

Ｊ
Ｆ
Ａ
全
日
本
Ｏ
‐
40
サ
ッ
カ
ー
大
会

【
感
想
】

　

お
そ
ら
く
自
身
Ｏ
‐
40
最
後
の
出
場
に
な

る
今
回
の
大
会
で
し
た
。
全
国
大
会
常
連
の

チ
ー
ム
や
、
元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
の
い
る
チ
ー
ム

な
ど
、
強
豪
と
の
対
戦
で
し
た
が
、
１
勝
１

敗
１
分
け
の
グ
ル
ー
プ
２
位
で
し
た
。
戦
い

方
次
第
で
勝
て
る
こ
と
が
分
か
っ
た
も
の

の
、
同
時
に
実
力
の
差
を
感
じ
ま
し
た
。
来

年
は
Ｏ
‐
50
の
全
国
大
会
出
場
・
優
勝
を
目

指
し
ま
す
。

◇
池
田
町
に
は
北
信
越
大
会
以
上
の
大
会
出

場
者
へ
の
報
奨
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

℡（
６
２
）２
０
５
８

【
問
い
合
せ
先
】総
合
体
育
館℡（

６
２
）７
６
５
４

▲講師の tesoteso えみさん

▲クイズを交えながら楽しく学習！

公
民
館
か
ら

公
民
館
か
ら

総
合
体
育
館
か
ら

総
合
体
育
館
か
ら
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☆開館時間　　火～金曜日・・・・午前 10 時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日・・・・午前 ９ 時～午後５時
　　　　　　　月曜日以外の祝日・午前 ９ 時～午後５時
☆１月の休館日　1 ～ 3・10・17・18 ～ 27・31 日

（3 日まで年始休館、18 ～ 27 日は特別整理休館です）

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

「
山
岳
画
家
　
千
葉
潔
展
」
３
月
１
日（
火
）か
ら
開
催
！

【
問
い
合
せ
先
】

北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館（
池
田
町
立
美
術
館
）　

℡（
６
２
）６
６
０
０

　

昭
和
28
年
に
大
阪
で
生
ま
れ
た
千
葉
潔
は
、
府
立
高
校
の
美
術
教
員

の
傍
ら
、
20
代
後
半
か
ら
四
季
折
々
の
景
色
を
求
め
て
、
槍
・
穂
高
を

中
心
に
登
り
、
30
代
か
ら
作
品
の
発
表
を
始
め
ま
す
。
50
代
半
ば
に
大

阪
か
ら
松
本
に
制
作
拠
点
を
移
し
、
作
家
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

作
画
で
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
『
山
の
空
気
』
、
す
な
わ
ち
登
山
者

が
肌
で
感
じ
る
も
の
を
、
画
面
に
実
現
す
る
こ
と
。
本
展
で
は
こ
れ
ま

で
の
画
業
の
中
か
ら
、
大
型
作
品
を
中
心
に
選
り
す
ぐ
り
の
山
岳
画
、

約
60
点
を
展
示
し
ま
す
。

《
会　
　

期
》
３
月
１
日（
火
）～
27
日（
日
）

《
休
館
日
》
７
日（
月
）・
14
日（
月
）・
22
日（
火
）

《
開
館
時
間
》
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
最
終
入
館
午
後
４
時
）

《
会　
　

場
》
企
画
展
示
室
Ａ
・
Ｂ

《
観
覧
料
》
一　

般
５
０
０
円
（
４
５
０
円
）

　
　
　
　
　
　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
５
０
円
）

　
　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　
　

※
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状
況

に
よ
り
、
臨
時
休
館
や
開
館
時
間
の
短
縮
を

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
や
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
の
諸
注
意
を
当
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（https://navam

.jp

）
に
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
の
上
、
お

越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
ご
来
館
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
】

▶
「
槍
ヶ
岳
遠
望
」

王さまのお菓子 滅 私やりたいことから引ける！
ジオラマテクニックバイブル

その他の新着書
着物のイロハ　　大竹恵理子
まるありがとう　養老孟司
吾妻おもかげ　　梶よう子
Ｒ . Ｉ . Ｐ　　 　 久坂部羊
能面鬼　　　　　五十嵐貴久
黄金旅程　　　　馳星周
山亭ミアキス　　古内一絵
博物館の少女　　富安陽子
おもち　　　　　彦坂有紀ほか

「トイレが近い」人のお助けBOOK
主婦の友社編

“泣いてもいいんだよ”の育児
峯田昌

ヤングケアラー 毎日新聞取材班
Ｗｅｂ選考は「準備」が９割！

田中亜矢子
一ノ瀬ユウナが浮いている 　乙一
その花の名を知らず 長野まゆみ
どんぐり喰い エルス・ペルフロム

瀬川 たかし 著
（成美堂出版）

ジオラマづくりに必要
な道具やテクニックなど
について写真と共にわか
りやすく解説。新しい年に、
チャレンジしてみません
か？

石井 睦美 文
くらはしれい 絵

（世界文化ブックス）
新年を祝うフランス

の伝統菓子『ガレット・
デ・ロワ』を題材にした
絵本。大切な誰かを想
う、めぐりゆく幸福の物
語です。

羽田 圭介 著
（新潮社）

必要最低限の物だけで
暮らすライターの男。裕福
ではないがスマートで自
由な生活を送る。ある日、
その人生に影が差す。

ミニマリストが直面す
る SDGs 時代の悲喜劇。

☆蔵書点検に伴う特別整理休館のお知らせ☆☆蔵書点検に伴う特別整理休館のお知らせ☆
期間：1月18日（火）～27日（木）期間：1月18日（火）～27日（木）

約 76,000 冊の図書資料の点検作業を行うため、休
館します。

この期間の資料返却は、交流センター正面玄関横の
返却ポストをご利用ください。

利用者の皆さまにはご不便
をおかけしますが、ご協力を
お願いします。

なお、web による検索、予
約、MY 本棚等は通常通りご利
用いただけます。

広報いけだ 11



クラフトパーク＆創造館だより

【
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先
】

創
造
館　

℡（
６
２
）６
０
６
５

　

２
月
は
「
演
奏
活
動
サ
ポ
ー
ト
月
間
」

と
し
て
、
音
楽
・
演
奏
活
動
を
さ
れ
る
方

に
創
造
館
の
ホ
ー
ル
と
ピ
ア
ノ
を
無
料
貸

し
出
し
し
ま
す
。

《
利
用
期
間
・
時
間
》

２
月
１
日（
火
）～
27
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
一
般
予
約
の

な
い
日
時（
休
館
日
を
除
く
）

《
対
象
》

演
奏
・
音
楽
活
動
の
た
め
の
利
用
な

ら
ど
な
た
で
も

《
利
用
条
件
》

・
光
熱
費
に
係
る
費
用
を
負
担
い
た
だ
き

ま
す
。

・
営
業
的
な
行
為
、
そ
れ
に
係
る
活
動

（
入
場
料
の
徴
収
、
募
金
活
動
、
謝

礼
を
受
け
取
る
音
楽
教
室
・
レ
ッ
ス

ン
な
ど
）
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
ホ
ー
ル
内
は
飲
食
禁
止
で
す
。

・
そ
の
他
詳
し
く
は
創
造
館
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
申
込
方
法
》

　

１
月
12
日
（
水
）
午
前
９
時
か
ら
電
話

に
て
受
け
付
け
ま
す
。

早
春
の
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ

早
春
の
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ

ピ
ア
ノ
公
募
コ
ン
サ
ー
ト

ピ
ア
ノ
公
募
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者
募
集

出
演
者
募
集

《
日　

時
》
２
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
演

《
会　

場
》
創
造
館
多
目
的
ホ
ー
ル

《
参
加
費
》
無
料

《
対　

象
》
技
量
不
問
ど
な
た
で
も

《
内　

容
》
曲
目
自
由
（
６
分
以
内
）

《
申
込
方
法
》

　

１
月
５
日
（
水
）
か
ら
電
話
に
て
、

先
着
20
人
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
受
付

時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
で
す
。

「
演
奏
活
動
サ
ポ
ー
ト
月
間
」

「
演
奏
活
動
サ
ポ
ー
ト
月
間
」

の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ

▲創造館・スタインウェイピアノ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
、開

催
予
定
の
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

10
月
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
総
選
挙

の
投
票
率
は
、
55
・
93
％
で
、
戦
後
３
番

目
に
低
い
投
票
率
で
し
た
。
政
治
に
意
思

表
示
が
で
き
る
せ
っ
か
く
の
機
会
に
有
権

者
の
約
半
分
の
人
が
投
票
を
し
な
か
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

明
治
22
年
、
国
民
に
初
め
て
選
挙
権
が

与
え
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
は
直
接
国
税
15

円
以
上
を
納
め
る
満
25
歳
以
上
の
男
性
の

み
に
そ
の
権
利
が
与
え
ら
れ
、
女
性
は
第

２
次
世
界
大
戦
後
の
昭
和
20
年
ま
で
の
長

い
間
、
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
で
も
国
会
議
員
の
女
性

比
率
は
、
衆
議
院
は
9
・
9
％
で
世
界

1
8
9
カ
国
中
1
6
5
位
で
す
。
（
令
和

３
年
４
月
時
点
）

ま
た
、
女
性
の
働
き
方
は
、
54
・
４
％

が
非
正
規
雇
用
で
、
女
性
の
正
規
社
員
で

も
賃
金
は
男
性
の
74
・
３
％
で
す
。
（
令

和
２
年
調
査
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延

す
る
中
、
女
性
の
自
殺
者
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
そ
の
原
因
の
一
つ
は
勤
め
先
か
ら

解
雇
さ
れ
、
生
活
に
困
窮
し
た
こ
と
で

す
。
女
性
は
、
非
正
規
雇
用
の
割
合
が
男

性
に
比
べ
て
多
く
、
景
気
低
迷
の
影
響
を

受
け
や
す
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

平
成
11
年
に
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
池
田
町
の
行

政
・
議
会
・
自
治
会
・
各
種
審
議
会
な
ど

へ
の
女
性
の
参
画
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の

が
現
状
で
す
。
今
後
、
ク
オ
ー
タ
（
割
り

当
て
）
制
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
取
り
組

み
も
選
択
肢
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
服
部
久
子
）

男
女
共
同
参
画　　

自
分
ら
し
く
生
き
る

自
分
ら
し
く
生
き
る

池
田
町
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

あ
な
た
の
一
票
で

あ
な
た
の
一
票
で

【
問
い
合
せ
先
】池
田
町
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務
局　

℡（
６
２
）２
０
５
８

出
典
：
令
和
３
年
版
男
女
共
同
参
画
白
書（
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
）

男
女
共
同
参
画
啓
発
か
る
た（
長
野
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ
い
と
ぴ
あ
）
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退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

前
教
育
長　

竹
内
延
彦

　

12
月
31
日
を
も
っ
て
、
平
成
31
年
１
月
１

日
か
ら
の
３
年
間
の
任
期
が
満
了
し
、
池
田

町
教
育
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

地
縁
血
縁
の
な
い
池
田
町
と
の
ご
縁
を
甕

町
長
よ
り
い
た
だ
き
、
慣
れ
な
い
な
が
ら
も

私
な
り
に
誠
心
誠
意
、
池
田
町
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
、
池
田
町
の
保
育
園
、
小
中
学
校

を
は
じ
め
と
す
る
子
育
て
や
教
育
環
境
の
充

実
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

着
任
し
た
３
年
前
の
初
日
を
よ
く
覚
え
て

い
ま
す
。
初
め
て
の
環
境
、
初
め
て
の
教
育

長
と
い
う
重
責
に
緊
張
し
つ
つ
も
「
子
ど
も

本
位
の
教
育
を
実
現
す
る
た
め
に
、
子
ど
も

た
ち
と
日
々
接
し
て
い
る
現
場
の
先
生
方
の

思
い
や
考
え
を
大
切
に
し
な
が
ら
取
り
組
み

た
い
」
と
宣
言
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
思
い
は
コ
ロ
ナ
禍
の
危
機
的
状
況
の

中
で
ま
す
ま
す
強
く
な
り
ま
し
た
が
、
保
小

中
の
先
生
方
を
信
頼
し
て
お
任
せ
す
る
こ
と

で
、
現
場
が
主
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
や

保
護
者
の
皆
さ
ま
と
も
力
を
合
わ
せ
、
多
く

の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
こ
と
が
で

き
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
私
の
大

き
な
自
信
と
も
な
り
、
池
田
町
で
教
育
長
を

務
め
る
こ
と
が
で
き
た
経
験
は
、
本
当
に
大

き
な
財
産
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
２
年
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
を
最
優
先
に
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
保
育

園
や
小
中
学
校
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

直
接
ご
覧
い
た
だ
く
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
く

本
当
に
残
念
で
し
た
。
私
自
身
も
も
っ
と
地

域
の
皆
さ
ま
と
丁
寧
に
対
話
す
べ
き
だ
っ
た

と
反
省
し
て
お
り
ま
す
が
、
来
年
度
か
ら
池

田
町
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
を
本

格
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
地
域

の
皆
さ
ま
の
お
力
に
よ
っ
て
保
小
中
の
実
践

が
さ
ら
に
楽
し
く
豊
か
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

池
田
町
の
子
ど
も
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い

子
ど
も
た
ち
で
す
。
子
ど
も
た
ち
を
信
じ
て

池
田
町
の
未
来
を
託
し
て
い
た
だ
き
、
子
ど

も
た
ち
が
日
々
幸
せ
を
実
感
し
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
生
を
生
き
抜
く
力
を
育
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
子
ど
も
が
ま
ん
な
か
の
池

田
町
が
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。
私
も
、
池
田
町
を
第
２
の
ふ
る
さ

と
と
し
て
大
切
に
思
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
信
州
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
力
を
尽
く

し
ま
す
。
３
年
間
、
公
私
に
わ
た
り
本
当
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
池
田
町
の
全
て
の

皆
さ
ま
に
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

【
問
い
合
せ
先
】教
育
委
員
会  

学
校
保
育
課

℡（
６
１
）１
４
３
０

　

11
月
24
日
は
（
一
社
）
和
食
会
議

が
提
唱
す
る
「
和
食
の
日
」
で
す
。

認
定
こ
ど
も
園
で
は
、
だ
し
を
使
っ

た
和
食
の
献
立
（
サ
ワ
ラ
の
幽ゆ
う
あ
ん庵

焼

き
、
切
り
干
し
大
根
の
煮
物
、
豆
腐

と
野
菜
の
す
ま
し
汁
、
柿
）
を
提
供

し
ま
し
た
。

　

給
食
の
時
間
の
前
後
で
は
調
理
師

が
、
池
田
保
育
園
と
会
染
保
育
園
の

年
長
児
へ
だ
し
の
話
を
し
ま
し
た
。

和
食
の
基
本
の
一
汁
三
菜
の
話
か
ら

は
じ
ま
り
、
甘
味
・
塩
味
・
苦
味
・

酸
味
・
う
ま
味
の
五
味
の
話
へ
、
う

ま
味
の
話
か
ら
和
食
の
基
本
で
あ
る

だ
し
の
話
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

だ
し
を
と
る
た
め
の
食
材
の
紹
介

で
は
、
か
つ
お
節
や
昆
布
を
も
っ

て
、
こ
れ
は
何
で
し
ょ
う
？
と
問
い

か
け
る
と
園
児
は
「
か
つ
お
節
！
」

「
い
わ
し
！
」
な
ど
、
初
め
て
見
る

食
材
に
思
っ
た
ま
ま
素
直
に
元
気
よ

く
答
え
て
い
ま
し
た
。
だ
し
の
と
れ

る
野
菜
ク
イ
ズ
に
も
元
気
い
っ
ぱ
い

で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
目
の
前
で
と
っ
た
か
つ
お

節
と
昆
布
の
だ
し
を
、
み
ん
な
で
飲

み
ま
し
た
。
と
り
た
て
の
だ
し
の
湯

気
に
び
っ
く
り
し
な
が
ら
、
香
り
を

嗅
ぎ
、
一
気
に
飲
み
干
す
子
も
い
れ

ば
、
ゆ
っ
く
り
飲
む
子
も
い
ま
し

た
。
「
お
い
し
～
」
と
い
う
声
も
た

く
さ
ん
聞
こ
え
ま
し
た
。
目
の
前
で

削
ら
れ
る
か
つ
お
節
の
塊
に
も
興
味

津
々
で
、
削
り
器
の
引
き
出
し
か
ら

出
て
き
た
か
つ
お
節
を
真
剣
に
見
た

り
触
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
日
本
の
食
文
化
を
楽

し
く
美
味
し
く
わ
か
り
や
す
く
伝
え

る
こ
と
の
で
き
る
給
食
の
提
供
や
食

育
を
し
て
い
き
た
い
と
思
え
た
一
日

で
し
た
。

認定こども園「和食の日」食体験認定こども園「和食の日」食体験

【
問
い
合
せ
先
】

教
育
委
員
会  

学
校
保
育
課

学
校
保
育
係　

℡（
６
１
）１
４
３
０

▲調理師の話を真剣に聞いています▲とりたてのだしを味わいました

信州池田町学びの郷　正月だより
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活
動
日
誌

　

活
動
日
誌

　

着
任
し
て
か
ら
１
年
９
カ
月
が
経

ち
、
任
期
の
半
分
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

活
動
を
振
り
返
っ
て
…

　

今
年
５
月
か
ら
移
住
者
交
流
イ
ベ

ン
ト
「
移
住
者
カ
フ
ェ
」
を
月
１
回

の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎

回
６
人
程
の
移
住
者
の
方
が
参
加
し

て
下
さ
り
座
談
会
形
式
で
ざ
っ
く
ば

ら
ん
に
お
話
し
し
て
き
ま
し
た
。
10

月
は
池
田
町
ガ
イ
ド
マ
ス
タ
ー
会
の

方
を
招
き
「
池
田
町
の
歴
史
」
を
学

ん
だ
り
、
11
月
は
地
元
の
方
を
講
師

に
迎
え
「
干
し
柿
づ
く
り
」
を
体
験

し
ま
し
た
。
移
住
者
同
士
や
移
住
者

と
地
元
の
方
が
繋
が
る
場
と
し
て
、

今
後
も
長
野
県
や
池
田
町
に
関
わ
る

郷
土
料
理
や
習
慣
に
触
れ
る
機
会
を

つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
案
中
で

す
。
平
日
開
催
が
多
く
な
り
ま
す

が
、
も
し
都
合
が
付
け
ば
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

№ 78
数
馬　

元
美

数
馬　

元
美

企
画
政
策
課

企
画
政
策
課    

移
住
定
住
促
進
係

移
住
定
住
促
進
係

▲ 5 月　幅広い年代の方が集まっ
たドキドキの１回目

▲６月　偶然にも音楽家の方が３人
集まり、町長も参加

▲７月　移住に関心のある高瀬中学
校１年生たちが集合

▲８月　起業した３組の方が集まり
個性豊かな会に

▲ 10月　昔の地図や写真を見ながら
「池田町の歴史」を学びました

▲ 11 月　わらを編んで「干し柿づ
くり」を体験

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
11
月
６
日
、
長
野
県
池
田
工
業
高

等
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
大
正
10
年
に
町
立
池
田
実
業
補
習
学
校
と
し
て
創

立
さ
れ
、
組
合
立
池
田
実
科
中
等
学
校
、
組
合
立
長
野

県
北
安
曇
農
学
校
、
長
野
県
北
安
曇
農
業
高
等
学
校
を

経
て
、
昭
和
38
年
に
現
在
の
校
名
に
変
更
し
現
在
に
至

る
１
０
０
年
の
歴
史
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
の
式
典
は
１
０
０
人
を
超
え
る
本
校
に
縁
の
あ

る
ご
来
賓
、
卒
業
生
の
ご
臨
席
の
も
と
、
体
育
館
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
在
校
生
は
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応

と
し
て
各
教
室
に
て
式
典
の
様
子
を
視
聴
す
る
リ
モ
ー

ト
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
記
念
講
演
会
で
は
、
長
野
県
南
信
工
科
短

期
大
学
校
の
大
石
修
治
校
長
と
、
魅
力
あ
る
池
田
工
業

高
校
を
つ
く
る
検
討
委
員
会
の
宮
澤
敏
文
会
長
か
ら
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Vol.87

▲式典会場の体育館 ▲式典当日は晴天でした▲生徒は教室でリモート参加

【
今
年
度
実
施
行
事
】

〈
８
月
〉

・
高
所
作
業
車
運
転
講
習

・
玉
掛
け
技
能
講
習

・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
教
育

・
２
学
期
始
業
式

〈
９
月
〉

・
就
職
試
験
開
始

〈
10
月
〉

・
ロ
ボ
コ
ン
in
信
州

・
学
校
見
学
会
・
授
業
公
開

・
池
工
祭
一
般
公
開

・
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

・
全
校
読
書
会

・
防
災
訓
練

・
生
徒
会
役
員
選
挙

立
会
演
説
会

〈
11
月
〉

・
校
外
清
掃

・
１
０
０
周
年
記
念
式
典

・
人
権
平
和
学
習

〈
12
月
〉

・
修
学
旅
行

・
保
護
者
懇
談
会

・
２
学
期
終
業
式
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11
月
９
日
、
ツ
ル
ヤ
池
田
店
に
て

町
消
防
団
女
性
消
防
隊
と
北
ア
ル
プ

ス
広
域
南
部
消
防
署
が
、
秋
の
火
災

予
防
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。
町
の
ゆ

る
キ
ャ
ラ
・
て
る
み
ん
ふ
～
み
ん
が

登
場
し
、
来
店
さ
れ
た
方
に
火
災
予

防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
11
月
14
日
、
J
A
大
北
カ
ン

ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
南
を
出
火
訓

練
場
所
と
し
て
、
町
消
防
団
の
秋
季

訓
練
を
実
施
、
各
部
隊
は
河
川
の
自

然
水
利
か
ら
水
を
送
水
し
て
の
消
火

訓
練
、
バ
イ
ク
隊
は
各
部
隊
の
誘
導

と
情
報
収
集
、
女
性
消
防
隊
は
現
場

指
揮
本
部
で
の
情
報
収
集
を
行
う
な

ど
、
火
災
発
生
時
の
体
制
の
確
認
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は
、
入
団

間
も
な
い
団
員
が
ス
ム
ー
ズ
に
機
関

操
作
や
現
場
活
動
が
で
き
る
よ
う
、

周
り
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
と
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
瀬
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
出
初
式
や
観
閲
式
に
備
え
た
分

列
行
進
な
ど
を
行
い
、
士
気
を
高
め

ま
し
た
。

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

危
機
管
理
対
策
室　
　

℡（
６
２
）３
１
３
１

秋
の
火
災
予
防
運
動
と
消
防
団
秋
季
訓
練

秋
の
火
災
予
防
運
動
と
消
防
団
秋
季
訓
練

　

町
観
光
推
進
本
部
は
、
10
月
９
日
か
ら
31
日
ま
で
の
毎

週
末
「
池
田
町
由
来
の
酒
類
と
コ
ー
ス
料
理
を
愉た

の

し
む
イ

ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
周
辺
の
飲
食
店
や
施
設
を
会
場
に
、

町
内
飲
食
店
の
創
作
料
理
や
肉
料
理
、
本
格
フ
レ
ン
チ
な

ど
普
段
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
な
い
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
コ
ー
ス
料

理
と
、
約
40
種
類
の
日
本
酒
や
ワ
イ
ン
を
味
わ
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
人
数
を

制
限
し
て
の
開
催
で
し
た
が
、
町
内
外
か
ら
延
べ
90
人
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ

ぎ
な
が
ら
池
田
町
の
食
事
と
酒
、
北
ア
ル
プ
ス
の
景
観
を
堪

能
で
き
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
」「
こ
れ
ま
で
の
ワ
イ
ン
祭

り
と
は
違
っ
た
良
さ
が
あ
る
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
、

実
り
あ
る
池
田
町
の
秋
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

池
田
町
の
お
酒
と
料
理
に
舌
鼓

池
田
町
の
お
酒
と
料
理
に
舌
鼓

【
問
い
合
せ
先
】池
田
町
観
光
推
進
本
部　

℡（
６
２
）９
１
９
７

▲ツルヤ入口にて、秋の火災予防宣伝▲火点への放水訓練を行いました

　

町
商
工
会
と
池
田
に
ぎ
わ
い
創
造
社
は
11
月

20
日
、
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
隣
の
商
業
等
活

用
エ
リ
ア
特
設
会
場
で
「
ま
ち
な
か
大
感
謝

祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

宮
城
県
石
巻
直
送
の
サ
ン
マ
と
生
ガ
キ
を
は

じ
め
、
地
元
の
新
鮮
野
菜
、
お
や
き
な
ど
の
物
産

販
売
が
行
わ
れ
、
開
始
直
後
か
ら
長
蛇
の
列
が

で
き
て
い
ま
し
た
。
町
内
飲
食
店
の
お
弁
当
を

販
売
す
る
「
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
マ
ル
シ
ェ
」
に
も
多

く
の
人
が
集
ま
り
、
会
場
の
商
品
が
正
午
前
に

ほ
ぼ
売
り
切
れ
る
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
な
か
大
感
謝
祭
」

　
「
ま
ち
な
か
大
感
謝
祭
」

久
し
ぶ
り
の
に
ぎ
わ
い　

久
し
ぶ
り
の
に
ぎ
わ
い　

▲物産販売に並ぶ来場者
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童
謡
の
照
山
紅
葉
口
ず
さ
む	

藤
澤
美
智
子
（
吾
妻
町
）

蒼そ
う
き
ゅ
う穹

に
白
き
高
嶺
や
枯
野
原	

横
山
さ
ゆ
み
（
林

　
中
）

名
言
を
残
し
寂

じ
ゃ
く
ち
ょ
う聴

冬
に
逝
く	

戸
坂
二
三
子
（
林

　
中
）

奥
宮
は
霧
の
中
な
り
ぼ
つ
ち
蕎
麦	

降
幡
か
ほ
る
（
二
丁
目
）

枯
野
か
ら
ば
か
の
実
つ
け
て
猫
帰
る	

矢
嶋
さ
ほ
子
（
十
日
市
場
）

月つ
き

冴さ

ゆ
る
明
日
の
約
束
長
電
話	

中
沢

　

恵
（
十
日
市
場
）

玉
子
酒
四
の
五
の
言
う
て
夫
眠
る	

吉
原
美
代
子
（
五
丁
目
）

悠ゆ
う
き
ゅ
う久

の
千ち

く

ま

曲
川
の
流
れ
大
枯
野	

荒
井
ふ
み
江
（
四
丁
目
）

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
や
う
里
芋
の
毛
を
刮こ

そ

げ遠
藤

　
順
子
（
渋
田
見
）

信
金
を
ぐ
る
り
満ど

う
だ
ん
も
み
じ

天
星
紅
葉
か
な	

石
原

　
孟
（
南

　
台
）

※
今
月
の
投
稿
作
品
10
句
を
順
不
同
で
掲
載
。
作
者
の

意
図
に
よ
り
、
あ
え
て
ふ
り
が
な
を
ふ
ら
な
い
場
合

等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
池
田
俳
句
会
選
）

３月号掲載俳句募集

はがきに作品 1 点を記入し、
１月末日までに投稿してくださ
い。
作品には①地区名②氏名③電話
番号④中学生以下の方は学校名
と学年を明記してください。投
稿多数の場合は、選者により選
考（10 句以内）して掲載しま
す。なお、選者により語句の訂
正等をさせていただく場合があ
りますので、ご了承ください。

■あて先 
　〒 399-8696（住所不要）

池田町企画政策課
町づくり推進係

　　　　　　　　℡ 62-3129

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
町
政
発
展
に
関
す
る

積
極
的
な
提
案
を
常
に
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
こ
と
、
事
務
処
理
方
式

や
執
務
環
境
の
改
善
に
関
す
る
こ
と
、
経
費
の
節
減
に
関

す
る
こ
と
な
ど
、
皆
さ
ま
の
ご
提
案

を
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

《
提
案
方
法
》

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
投
稿
す
る

・
所
定
様
式
に
記
入
し
、
企
画
政
策
課  

町
づ
く
り
推
進

係
へ
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
を
送
信
す
る

・
所
定
様
式
に
記
入
し
、
役
場
庁
舎
入
口
に
設
置
し
て
あ

る
提
案
箱
に
入
れ
る

《
注
意
事
項
》

　

提
案
の
要
旨
と
そ
れ
に
対
す
る
町
の
考
え
方
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
個
人
が
特
定
で
き
る
よ

う
な
内
容
で
の
掲
載
は
し
ま
せ
ん
。

【
問
】
企
画
政
策
課  

町
づ
く
り
推
進
係

　
　
　

℡　
　
　

（
６
２
）
３
１
２
９ 

　
　
　

フ
ァ
ク
ス
（
６
２
）
９
４
０
４

　
　
　

メ
ー
ル　
　

m
achi@

tow
n.ikeda.nagano.jp

　

広
津
自
主
防
災
会
で
は
、（
公

財
）
長
野
県
市
町
村
振
興
協
会

の
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
で
あ
る
「
地
域
活
動
助
成
事

業
」
を
活
用
し
て
、
救
助
資
器

材
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

広
津
自
主
防
災
会
で
は
今

後
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

【
問
】
企
画
政
策
課  

町
づ
く
り
推
進
係

℡
（
６
２
）
３
１
２
９

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！
町
へ
の
提
案

地
域
活
動
助
成
事
業
実
績
報
告

▲町民提案制度 HP
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浅
原
六
朗
文
学
記
念
館
で
は
、
町
の
皆
さ

ん
が
作
っ
た
短
歌
・
俳
句
を
募
集
し
ま
す
。

短
歌
・
俳
句
に
は
そ
れ
ぞ
れ
形
式
が
あ
り
ま

す
が
、
童
謡
『
て
る
て
る
坊
主
』
の
作
詞
者

で
池
田
町
出
身
の
浅
原
六
朗
は
、
そ
の
形
式

に
と
ら
わ
れ
な
い
、
自
由
な
俳
句
を
作
り
ま

し
た
。
日
頃
の
生
活
の
な
か
で
感
じ
た
こ
と

な
ど
を
、
短
歌
・
俳
句
で
表
現
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
こ
の
機
会
に
家
族
み
ん
な
で
楽
し

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
小
・
中

学
生
は
学
校
を
通
じ
て
募
集
し
ま
す
。

《
応
募
締
切
》
１
月
28
日
（
金
）

◆
応
募
作
品
は
本
人
が
創
作
し
た
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。
氏
名
の
公
表
を
希

望
さ
れ
な
い
場
合
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
添

え
て
く
だ
さ
い
。

◆
所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
浅
原
六
朗
文
学

記
念
館
、
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
に
用

意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
応

募
用
紙
は
期
限
ま
で
に
浅
原
六
朗
文
学

記
念
館
ま
た
は
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
り
ま
す
。
入

選
作
品
に
は
賞
品
を
贈
り
ま
す
。

◆
入
選
作
品
は
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
と
浅

原
六
朗
文
学
記
念
館
に
展
示
し
ま
す
。

【
問
】
浅
原
六
朗
文
学
記
念
館

℡
（
６
１
）
１
４
３
０

　

町
で
は
、
私
立
高
等
学
校
等
に
在
籍
す
る

生
徒
の
保
護
者
へ
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
12
月
に
申
請
書
類
を
送
付
し

ま
し
た
の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

書
類
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

《
対
象
者
》

　

池
田
町
に
住
所
が
あ
り
、
私
立
高
等
学
校

等
に
在
籍
す
る
生
徒
の
保
護
者

※
町
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
保
育
料
の
滞

納
が
あ
る
場
合
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

《
補
助
金
額
》
生
徒
１
人
に
つ
き
２
万
円

【
問
】
教
育
委
員
会  

学
校
保
育
課

学
校
保
育
係　

℡
（
６
１
）
１
４
３
０

　

最
低
賃
金
制
度
は
、
最
低
賃
金
法
に
基
づ

き
、
使
用
者
は
、
そ
の
金
額
以
上
の
賃
金
を

労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
る
制
度
で
す
。

　

長
野
県
内
の
事
業
所
で
働
く
全
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
る
「
長
野
県
最
低
賃
金
」
が

令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
時
間
額
８
７
７
円

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
野
県
内
の
特
定
の
産
業
で
働
く

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
」
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

◆
計
量
器
・
測
定
器
等
製
造
業

　

時
間
額
９
１
６
円

（
発
効
年
：
令
和
３
年
12
月
29
日
）

◆
は
ん
用
機
械
器
具
等
製
造
業

　

時
間
額
９
２
７
円

（
発
効
年
：
令
和
３
年
12
月
16
日
）

◆
各
種
商
品
小
売
業

　

時
間
額
８
７
９
円

（
発
効
年
：
令
和
３
年
12
月
31
日
）

　

な
お
、
適
用
業
種
な
ど
の
詳
細
は
、
長
野

労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

【
問
】
長
野
県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

℡
０
２
６
（
２
２
３
）
０
５
５
５

　
　
　

大
町
労
働
基
準
監
督
署

℡
（
２
２
）
２
０
１
１

　

大
町
税
務
署
で
は
、
所
得
税
・
個
人
消
費

税
・
贈
与
税
の
確
定
申
告
会
場
を
開
設
し
ま

す
。

《
会
場
》
大
町
税
務
署　

１
階
会
議
室

《
期
間
》
２
月
１
日（
火
）～
３
月
15
日（
火
）

《
相
談
時
間
》
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

（
午
前
９
時
相
談
開
始
）

《
注
意
事
項
》

◆
土
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
一

環
と
し
て
、
還
付
申
告
の
方
の
申
告
相

談
を
２
月
15
日
（
火
）
以
前
で
も
受
付

け
ま
す
。

◆
贈
与
税
に
つ
い
て
は
、
２
月
１
日
（
火
）

以
降
受
付
け
ま
す
。

◆
確
定
申
告
会
場
の
入
場
に
は
、
当
日
配
布

ま
た
は
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
か
ら
事
前
に
取
得
し
た
入
場
整
理

券
が
必
要
で
す
。

◆
ス
マ
ホ
を
お
持
ち
の
方
は
、
確
定
申
告
会

場
に
お
い
て
、
基
本
的
に
ス
マ
ホ
を
利

用
し
て
申
告
書
を
作
成
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◆
確
定
申
告
会
場
に

来
場
さ
れ
る
際
は
、

マ
ス
ク
を
着
用
し
、

少
人
数
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◆
入
場
の
際
に
検
温
を
実
施
し
ま
す
。
咳
・

発
熱
な
ど
の
症
状
の
あ
る
方
は
入
場
を

お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
午
後
４
時
前
で
あ
っ
て
も
、
相
談
受
付
を

終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
】
大
町
税
務
署

℡
（
２
２
）
０
４
１
０
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▲国税庁 LINE

確
定
申
告
会
場
の
開
設
に
つ
い
て

　

子
ど
も
・
お
と
な
が
つ
く
る

短
歌
・
俳
句　

作
品
募
集　

私
立
高
等
学
校
等
生
徒
奨
学
補
助
金

の
お
知
ら
せ

長
野
県
最
低
賃
金
の
改
正



広
報
い
け
だ

℡
０
２
６
１（
6
2
）３
１
２
９　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
１（
6
2
）９
４
０
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w

w
.ikedam

achi.net
電
子
メ
ー
ル　

m
achi@

tow
n.ikeda.nagano.jp

発
行
・
編
集　

池
田
町　
　
　
　

   　
　

企
画
政
策
課　

町
づ
く
り
推
進
係

〒
３
９
９
‐
８
６
９
６　
　
　
　
　

        

長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
大
字
池
田
３
２
０
３
‐
６

印
刷　

川
越
印
刷
株
式
会
社　

  

広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、広告代理店　有限会社アイティーシナノ　℡ 62-9111 へどうぞ。

広
報
い
け
だ

　
　
　
令
和
３
年
12
月
発
行

　
　
　
　

２
０
２
２
年
１
月
号
（N

o.663

）

《

有

料

広

告

欄

》

池田町メール配信サービスにご登録ください池田町メール配信サービスにご登録ください

◀登録はこちらから
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期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

1 日（土）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 遠藤内科医院 22-0031

2 日（日）
池田・松川 太田医院 62-1010

大町市内 野村クリニック 85-0085

3 日（月）
池田・松川 松本クリニック 61-5151

大町市内 大町協立診療所 26-5200

9 日（日）
池田・松川 せりざわクリニック 62-3000

大町市内 伊東医院 22-0077

10 日（月）
池田・松川 吉村医院 61-5666

大町市内 いしぞね内科・外科クリニック 23-2555

16 日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 柿下クリニック 21-1230

23 日（日）
池田・松川 みどりクリニック 62-5225

大町市内 遠藤内科医院 22-0031

30 日（日）
池田・松川 はーぶの里診療所 62-0210

大町市内 最上整形外科クリニック 23-3300

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  
■歯　科　　午前9時　～　正午（要事前連絡　受付時間午前9時～11時）

■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

1 日（土） オクハラデンタルクリニック 23-0500

2 日（日） あづみ野歯科 62-2332

3 日（月） いいざわ歯科医院 23-7050

9 日（日） 小谷歯科医院 82-2762

10 日（月） 大町病院口腔外科 22-0415

16 日（日） 小田切歯科医院 62-3134

23 日（日） 金子歯科医院 23-2200

30 日（日） 丸山歯科クリニック 62-0648

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

1 日（日） キムラ薬局 62-5210

2 日（日） 白樺薬局 62-0010

3 日（月） フロンティア薬局安曇野店 61-5500

9 日（日） キムラ薬局 62-5210

10 日（月） 松川とをしや薬局 61-1527

16 日（日）

池田土屋薬局 61-5021

フロンティア薬局安曇野店 61-5500

日本調剤北アルプス薬局 85-2333

23 日（日） 内川薬局板取 62-9912

30 日（日） スヤマ薬局あいそめ 62-0208

■ 1月の主な行事
期　　日 行　事　名
16 日（日） 池田町消防出初式■ 1月の上水道休日緊急当番店

期　　日 店　　名 電話番号
  1 日（土） （有）イシダ設備 0263-83-4360

  2 日（日） （株）長澤設備工業 090-2411-9664

  3 日（月） （有）岡村設備工業 22-4885

  8 日（土） （株）GCI 22-3145

  9 日（日） （有）コーヨー住宅設備 62-3529

  10 日（月） ルピナ中部工業（株） 0263-32-5568

  15 日（土） （有）エヌ・ケイ設備工業 0263-83-2252

  16 日（日） 水野建設（株） 090-4602-2028

  22 日（土） （有）下里組 090-3558-4983

  23 日（日） （株）信濃熱学 0263-88-5706

  29 日（土） 佐藤設備 62-5320

  30 日（日） スザワ設備 85-0833

■ 1月の休日緊急当番医等（当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください）

■人の動き
12月1日現在 （　）内は前月比
●人　口 9,568人　（△25）
　　　男 4,644人　（△20）　女　4,924人（△5）
●世帯数 4,053世帯（△1）

■ 1月の納税等
固定資産税④、国保税・後期高齢⑦　【納期限 1 月 31 日】
※口座振替日は 1 月 27 日（木）です。前日までに残高の確認をお願いします。


